様式１

平成２０年度埼玉県ＮＰＯ活動促進助成事業

（チャレンジサポート事業）申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　埼　玉　県　知　事　様

　　　　　　　　　　　　　　　所　　在　　地
　　　　　　　　　　　　　　　法　　人　　名

　　　　　　　　　　　　　　　代表者 職 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印

　下記により、埼玉県ＮＰＯ活動促進助成事業（チャレンジサポート事業）を実施したいので、関係書類を添えて提出します。

記

１　 事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　 分野の指定（有り・無し）　まちづくり　環境保全　農業（有りの場合いずれかにマル）
３　 事業実施期間　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

４ 　助成希望額　　　　　　　　　　　　　　　円(下記Ｄの額)

５ 　希望額の算出基礎

	事　業　費　Ａ
(別紙３より)
	助成基準額　Ｂ
(Ｂ＝Ａ×２／３)

千円未満切り捨て
	助成限度額　Ｃ


	助成希望額　Ｄ

(BとCを比較して少ない方)

	　　　　　　　　　 円
	　　　　　　　　　 円
	　　　1,000,000　　円
	　　　　　　　　　　 円


６ 　マニフェストシート　別紙１のとおり
７ 　事業計画書　　　　　別紙２のとおり
８　 事業収支予算書　　　別紙３のとおり
９ 　団体概要　　　　　　別紙４のとおり
１０　添付書類

　ア　役員名簿
　イ　当該年度の収支予算書
　ウ　当該年度の事業計画書
　エ　前年度の収支計算書

　オ　前年度の事業報告書

　カ　見積書など（有り・無し）
　キ　法人の広報紙、会報、その他法人の活動目的・内容がわかるもの
別紙１

　　　　　　　　　　　　　法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マ ニ フ ェ ス ト シ ー ト

私達の団体は、本事業の実施について、次のことを宣言します。

事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	項　目
	内　　容

	１
	本事業において次の目標を設定します。
	

	２
	上記の目標の達成度については、次の指標を用います。
	

	３
	事業実施による成果を次のように社会に還元します。
	

	４
	今回の事業を来年度以降次のように展開します。
	



　　　　　　　　　　　　　法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事  業  計  画  書

	事業内容
	Ⅰ　事業の具体的内容について



	
	Ⅱ　定款に則した事業であることの説明（農業で申請した場合のみ）



	事業の実施体制
	

	現状の課題認識
	

	ＮＰＯ力（パワー）
	

	費用対効果
	


別紙３
　　　　　　　　　　　　　法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事  業  収  支  予  算  書

１　収入の部
	項　　　目
	予　算　額（円）
	積算内訳

	県助成金希望額
	
	

	自己資金
	
	

	事業実施による収入等
	
	

	その他
	
	

	合　　　計
	
	


２　支出の部

	項　　　目
	予　算　額（円）
	積算内訳・使途目的

	
	
	

	合　　　計
	
	


別紙４

団  体  概  要

	法　人　名
	（ふりがな）



	代　表　者
	（ふりがな）



	連絡責任者
	（ふりがな）

　氏　名　

　電　話　　　　　　　　　　　　F A X

　E-mail　

	設立登記年月日
	

	社員（正会員）数
	

	法人の目的

（定款に記載されている目的を記入してください）
	

	法人の活動分野

（定款に記載されている活動分野の番号に○をつけてください）
	１．保健・医療又は福祉の増進を図る活動
２．社会教育の推進を図る活動
３．まちづくりの推進を図る活動 
４．学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

５．環境の保全を図る活動
６．災害救援活動

７．地域安全活動 
８．人権の擁護又は平和の推進を図る活動

９．国際協力の活動
	１０．男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 
１１．子どもの健全育成を図る活動

１２．情報化社会の発展を図る活動

１３．科学技術の振興を図る活動

１４．経済活動の活性化を図る活動

１５．職業能力の開発又は雇用機会の拡充

を支援する活動

１６．消費者の保護を図る活動
１７．団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

	事業の種類

（定款に記載されている特定非営利活動に係る事業、その他の事業を記入してください）
	

	主な活動地域
	

	これまでに受けた助成実績
	


※個人情報については、本事業以外の目的で利用することはありません。








































































別紙２
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